
（別紙３）

～ ２０２５年　３月　２０日

（対象者数） 38名 （回答者数） 38名

～ ２０２５年　３月　２０日

（対象者数） ９名 （回答者数） ９名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

子供ひとりひとりに合わせた療育グッズやコミュニケーショ

ン方法を考え、更に充実させていきたいと考えています。

・生きる力を身につける支援

・個人の特性に応じた支援

・社会性が身につく支援

何を伸ばして何を学ぶかを一緒に考え「生きる力」を身につ

ける支援、個人の成長に合わせ自信や意欲を伸ばしていく療

育支援、みんなと一緒にルールを守り、遊びの中で学習する

ことで社会性を身につける支援を行っています。

・年齢や学年別でのクラス分けを行っていない

学校生活の中で同年代のお友達と生活をしており、パルでは

社会に出た時に色々な年代の人たちとの生活や環境にいち早

く慣れるためにクラス分けは行っておりません。

２０２５年　３月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
２０２５年　３月　２４日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童デイサービスパル

○保護者評価実施期間
２０２５年　３月　１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

施設内のバリアフリーに関する設備の見直しが今後必要にな

ってくると考える。（現在身体児童がいない）

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

現時点では施設内のバリアフリー化が進んでおらず、段差等

気になる箇所が見られる。
施設の老朽化、人員不足により、改善作業が進まない。


